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この地域は九州東部の代表的河川

である大野川水系と北川水系と

が，北と南とに流れ，その源流は

川上渓谷と藤河内
ふじがわち

渓谷で代表され

る。大野川上流域は阿蘇溶岩台地

を侵食した丘陵地で，クヌギ林，

コナラ林が繁茂し，スギ・ヒノキ

人工林と耕作地が広がる。標高

800ｍ以上の山岳地域は，秩父
ちち ぶ

古

生層や中生代の四万十
し ま ん と

層群を基盤

とする。気候は南海型の気候区に

属し，年平均気温は15℃以下，雨

量は山岳地域で3,000ミリを超え

る。古い火山の祖母・傾山系から

新百姓山，夏木山，桑原山へと続

く稜線は宮崎県との県境で，九州

山地の脊梁
せきりょう

となり，一帯は祖母傾

国定公園に指定され，一部は森林

生態系保護地域となっている。こ

こにはウラジロガシ林，モミ林，

ツガ林，ブナ林など西南日本外帯

を代表する自然林が発達し，森林

の典型的な垂直分布がみられる。

また，尾根筋のヒメコマツ林，ハ

リモミ林とともにケイビラン，ワ

タナベソウなどのソハヤキ要素の

植物がこの地域を特徴づけている。

7 大野川上流域，祖母・傾山地，北川上流地域

［植物］オオレンシダ（ⅠＡ），シイバサトメシダ（ⅠＢ），ヒメスギラン（Ⅱ），チョ
クザキミズ（ⅠＡ），ソハヤキトンボソウ（ⅠＢ），キレンゲショウマ（ⅠＢ），
ツクバネウツギ（Ⅱ），ツクシアケボノツツジ（準）など。

［動物］ヤマネ（ⅠＡ），ニホンカモシカ（Ⅱ），ムササビ（地域個体群），ホシガラス
（Ⅱ），オオダイガハラサンショウウオ（地域個体群），アマゴ（地域個体群），
ブンゴキムラグモ（地域個体群），フウレンホラヒメグモ（地域個体群），ブ
ンゴホラヒメグモ（地域個体群），ソボホラヒメグモ（地域個体群）など。

「御嶽の原生林」（県指定），｢奥祖母のオオダイガハラサンショウウオ｣（県指定），
｢祖母山系のイワメ（アマゴ）｣（県指定）

祖母山の尾根

●地域を特徴づける野生生物

●天然記念物

キレンゲショウマ

ニホンカモシカ ニホンカモシカ 




